
 

 

令和５(2023)年度第１回みよし悠学カレッジ推進会議 次第 

 

と き 令和５(2023)年７月２７日（木）  

午後２時から午後３時まで  

ところ 図書館学習交流プラザ サンライブ 

                ２階 多目的室  

 

 

 

１ あいさつ 

 

 

２ 自己紹介 

 

 

３ 座長選出 

 

 

４ 議題 

(1) 令和４(2022)年度事業の開催報告 

 

 

(2) 令和５(2023)年事業の計画概要 

 

 



《春夏講座》 ■年代別申込者数（申込実人数）

分野 講座数 定員 申込者数 受講者数 延べ受講者数 20歳未満 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80歳以上 不明 計

生活創造 22 221 432 210 493 人  数 3 11 55 101 220 172 130 23 2 717

国際理解 12 128 156 120 737 割  合 0.4% 1.5% 7.7% 14.1% 30.7% 24.0% 18.1% 3.2% 0.3% 100%

情報通信 14 184 131 111 716 申込件数 3 31 155 278 690 610 379 37 2 2185

小　　計 48 533 719 441 1,946 割  合 0.1% 1.4% 7.1% 12.7% 31.6% 27.9% 17.3% 1.7% 0.1% 100%

《秋冬講座》

分野 講座数 定員 申込者数 受講者数 延べ受講者数

生活創造 25 290 453 262 532

国際理解 13 145 138 113 775

情報通信 15 189 134 108 593

大学連携 2 70 24 20 20

小　　計 55 694 749 503 1,920

《新春講座》

分野 講座数 定員 申込者数 受講者数 延べ受講者数

生活創造 23 268 414 253 483

国際理解 12 131 138 116 733

情報通信 13 164 147 123 656

小　　計 48 563 699 492 1,872

《全体》 ■行政区・地区別申込者数（申込実人数）

分野 講座数 定員 申込者数 受講者数 延べ受講者数 新屋 三好上 三好下 西一色 福田 明知上 明知下 打越 莇生

生活創造 70 779 1,299 725 1,508 60 66 45 10 13 31 5 28 31

国際理解 37 404 432 349 2,245 8.4% 9.2% 6.3% 1.4% 1.8% 4.3% 0.7% 3.9% 4.3%

情報通信 42 537 412 342 1,965 福谷 黒笹 東山 高嶺 好住 中島 ひばりヶ丘 あみだ堂 山伏

大学連携 2 70 24 20 20 30 49 22 2 1 6 32 2 4

合計 151 1,790 2,167 1,436 5,738 4.2% 6.8% 3.1% 0.3% 0.1% 0.8% 4.5% 0.3% 0.6%

平池 上ヶ池 三好丘 三好丘緑 三好丘旭 三好丘桜 三好丘あおば 市外 計

■新型コロナウイルス感染拡大に伴う講座開催・受講者の状況 3 3 71 53 46 36 22 46 717

令和元年 令和2年 令和3年 令和4年 0.4% 0.4% 9.9% 7.4% 6.4% 5.0% 3.1% 6.4% 100%

企画講座数 202 155 143 158

実施講座数 185 84 140 151 おかよし きたよし なかよし みなよし みよし市

受 講 者 数 2,334 538 1,305 1,436 309 65 229 68 671

延べ受講者数 7,748 1,564 5,179 5,738 46.1% 9.7% 34.1% 10.1% 100%

※新型コロナウイルス感染拡大の影響による開催中止件数
　　令和元年【新春】： ８講座　　令和２年【春夏】：６６講座（全講座）

　　

行政区

申込者数

割　合

行政区

割　合

申込者数

割　合

地区

申込者数

資料１

平成４(2022)年度　生涯学習講座実施状況

行政区

申込者数

割　合

20歳未満, 0.4%
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令和５ (2023) 年度 みよし悠学カレッジ事業の概要 
 
  みよし悠学カレッジ事業では、令和４(2023)年３月改定の「第３次みよし市生涯学習推進基本計画」
の基本理念である『学びあい ふれあい 支えあい 人と人とがつながる 生涯学習』に基づいて、
学びを深め、交流する機会の充実を図るための講座開催に取り組みます。 
 
１ 基本方針 
  「サンライブ」を拠点として、年齢や性別に応じた講座や、学習意欲のある人々が自分にあった
講座に 参加できるよう、市民のニーズに応えた講座を開催していきます。 
(1) 市民の要望に応じた講座を「公開」｢生活創造｣「国際理解」「情報・通信」の各分野で実施しま
す。 

(2) 受講者の学習経験に応じた講座内容を企画し、生涯学習になじみのない人でも気軽に参加でき
るようにします。 

(3) 勤労者を優先とした「夜間講座／週末講座」の開催や、小学生から参加できる講座を増やして
いきます。また、情報講座では、高齢者・障がい者を優先とした「ゆっくりコース」も今まで同
様に開催します。 

(4) 多様化する価値観や社会の変化に合わせた講座の企画に努めます。 
(5) ホームページや広報みよし等により常に新鮮な情報を発信します。 
(6) 子育て中の人が参加しやすいように、託児の充実に努めます。 

 
２ 講座開催事業 

令和５年度も引き続き、社会の状況に沿った講座開催の方法を検討しながら、講座数や講座内容
の充実に努めます。以下で、秋冬講座の内容についてご紹介します。 
市民の方々が気軽に生涯学習講座を受講できるよう、令和５年度春夏講座から「おかよし交流セ

ンター」で講座を開催しています（令和５年度：１５講座開催）。 
 
 (1) 大学との連携公開講座（おかよし交流センター） 

  専門分野のエキスパートによる講義で、様々なことを知り、感動し、潤いのある心を培います。 

講座名 開催日時 講師 定員 

ドイツの教育事情 
6 月 17 日（土) 
10:00～12:00 

愛知教育大学教育 
ガバナンス講座  
マイヤー・オリバー教授 

15 名 

地層，岩石，化石
から探る郷土の大
地の成り立ちと特
徴 

8 月 26 日（土) 
10:00～12:00 

愛知教育大学  
理科教育講座  
星 博幸教授  

40 名 

 
 (2)  生活創造講座 
   身近な話題をテーマとした講義で、教養を高めたり趣味を広げたりして、生活に潤いが持てる

ようにします。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                        

《手芸・芸術》 

・１日で仕上げるステンドグラス 

・香るお正月花飾り 

・光のアートローズウインドウ 

《料理》 

・正月を彩るおもてなしおせち  

・ジュニアアスリートの食トレ 

・ホームメイドチーズ     

・スイーツおせち 

・ホームメイドチーズ     

《健康》 

・心と身体のためのヨガ 

・陰陽ヨガでリラックス＆リフレッシ

ュ 

・シニアヨガ 

・シニアヒップホップダンス 

《生活》 

・今の自分を知る手相の基本 

・「エンディングノート」のはじ

め方 

・昭和史を見直す 

・短歌入門 

おかよし交流センター 

開 催 講 座 
《春夏講座》 

 ・大学連携公開講座（２講座） 

 ・囲碁を覚えてみませんか 

 ・和紙ちぎり絵初級 

 ・わくわくからだ探検隊 

《秋冬講座》 

 ・筆ペンひとつで描く己書 

 ・はじめての将棋 

 ・韓国語講座(基本フレーズの仕組み) 

 ・自分だけの LINEスタンプを作ろう 

「ドイツの教育事情」講座風景 



 

《動画・写真編集》 

・パソコンで簡単年賀状 

・メールで送ろう！動く年賀状 

《基礎・オフィス》 

・シニアのためのパソコン入門 

・シニアのためのワード・エクセル 入門  

・シニアのためのワード・エクセル 基礎 

・シニアのためのワード・エクセル 応用 

・ワードのイライラ解消 

・エクセル関数ビジネス初級編編 

 
 
 (3) 国際理解講座 

語学や異文化体験を中心とした講義で、外国文化・習慣等を理解し、世界の人々と親しく交流す
る基礎づくりをします。 

 
 
 
 
 
 
(4) 情報・通信講座 

日常生活に欠かせなくなったパソコン等の活用方法を中心とした講義で、生活の向上と人々の交
流に役立て、楽しい暮らしをおくれるようにします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 生涯学習サービス事業 

常に生涯学習を研究し、次の三つの事業を行っていきます。 
受講者のニーズを把握し、新規講座の企画等を実施していく「調査研究」、ホームページ、広報

みよしなどで広く情報を発信していく「情報提供」、受講者の生涯学習支援や相談を行う「支援」
の各事業を展開していきます。 
※９月に近隣自治体における生涯学習講座の実施状況調査を実施します。 

 
 
 
 
 
 
４ おかよし交流センターにおける生涯学習講座の拡充について 
 ⑴ おかよし地区の受講申し込み者の状況（令和２年度～令和４年度） 

 ２年度 ３年度 ４年度 

申 込 者 総 数 506 631 671 

おかよし地区申込者数 242 296 309 

おかよし地区申込者割合 47.8％ 46.9％ 46.1％ 

 
 ⑵ 春夏講座受講生の声（アンケート） 

   ✓参加が便利（近い、駐車場が広い）なおかよし交流センターでの開催を増やしてほしい。 

   ✓自宅から近かったので参加できた。おかよし交流センターでの開催を増やしてほしい。 

   ✓サンライブの講座はバスを利用しないといけない。おかよしは近くて気軽に参加できる。 
  
 

《スマートフォン》 

・「簡単スマホ」の使い方 

・スマホでキャッシュレス講座 

・ゆっくり学ぶスマホ講座 

《その他語学》 

・中国語 

・韓国語 

・フランス語 

・スペイン語 

《英語・英会話》 

・入門英会話  ・英文添削講座（通信講座） 

・初級英会話  ・シニアのための入門英会話 

・中級英会話  ・英語の発音 

・上級英会話  ・TOEIC対策 

《異文化体験》 

・ダニエル先生のハロウィンパーティー 

 ※小学生と保護者、家族も参加可 

 

《調査研究》 

・受講者ニーズの調査 

・新規講座の企画・推進と既存講座の見

直し 

・効果的・効率的なカリキュラムの編成 

《情報提供》 

・講座案内の発行 

・情報発信（ホームページの利

用） 

《支援》 

・託児の支援（火曜日から日曜日） 

・受講者への総合的なアドバイス 

 おかよし地区の市民の受講申し込みが全体の約５割を占めており、受講者は自宅か

ら近い場所であると気軽に参加できると考えていることから、今後、おかよし交流セ

ンターでの講座を充実させることで、生涯学習講座への関心が更に高まり、受講者数

の増加が期待できる。 

資料２ 



資料３

項　目 氏　名 所 属 及 び 役 職 等

区長会代表 宮　嶋　總三郎 三好丘旭区長

大学等代表 吉　岡　俊　明
東海学園大学
総合企画部企画課長

大学等代表 藤　本　奈　美
愛知教育大学
教育科学系学校教育講座講師

文化協会代表 佐　野　鎭　代 みよし市文化協会副会長

いきいきクラブ
みよし連合会代表

青  木　美代子 いきいきクラブみよし連合会副会長

産業団体代表 井　上　将　成 一般社団法人愛知中央青年会議所副理事長

受講生代表 佐々木　憲　夫

受講生代表 間　澤　優　子

令和５(2023)年度みよし悠学カレッジ推進会議委員名簿



 

資料４ 

○みよし悠学カレッジ推進会議に関する要綱 

平成28年１月20日 

（目的） 

第１条 みよし悠学カレッジの推進に当たり、外部から幅広い意見を聴くため、みよし市

悠学カレッジ推進会議（以下「推進会議」という。）を開催することに関し必要な事項

を定めるものとする。 

（意見等を求める事項） 

第２条 推進会議において意見又は助言を求める事項は、次のとおりとする。 

(1) 生涯学習講座等に関すること。 

(2) 大学等の学術機関との連携に関すること。 

(3) その他生涯学習事業に関し必要なこと。 

（出席者） 

第３条 教育長は、次に掲げる者のうちから、推進会議への出席を依頼する。 

(1) 区長会の代表者 

(2) 大学等の代表者 

(3) みよし市文化協会の代表者 

(4) いきいきクラブみよし連合会の代表者 

(5) 産業団体の代表者 

(6) 受講生の代表者 

（会議の運営） 

第４条 推進会議の参加者は、その互選により推進会議を進行する座長を定めることがで

きる。 

２ 教育長は、必要があると認めるときは、推進会議に関係者の出席を求め、その意見若

しくは説明を聴き、又は資料の提出を求めることができる。 

３ 教育長は、やむを得ない理由により推進会議を開催する余裕のない場合においては、

事案の概要を記載した書面を参加者に送付し、その意見又は助言を求めることができ

る。 

（開催期間） 

第５条 推進会議の開催期間は、１年間を目途とする。 

（庶務） 

第６条 推進会議の庶務は、悠学カレッジ担当課において処理する。 

（委任） 

第７条 この要綱に定めるもののほか、推進会議に関し必要な事項は、教育長が別に定め

る。 



 

附 則 

この要綱は、平成28年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成 29年４月 11日から施行する。 

附 則 

この要綱は、令和４年４月１日から施行する。 

 

 


